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広島市立大学 広報誌　「west breeze」広島市立大学 広報誌　「west breeze」
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新入生の皆さんに贈るメッセージ 2021年度学生表彰
この記事は、「学生広報サポーター」に登録している市大生自
らが取材をして執筆しました。

第25回広島市立大学
芸術学部卒業・修了作品展

国際学部国際学科2年　西口 真優華
にしぐち まゆか

おおえ さとみ

もり ともあき

　昨年に引き続きコロナ禍の中、芸術学部の卒業・修了作品展が
開催されました。
　広島市立大学に芸術学部がありながらも、他学部からはあまりそ
の内側を見ることはありません。今回、作品展の鑑賞に行きました
が、どの作品も心を奪われるものばかりでした。
　毎年行われる受賞者ギャラリートークは、新型コロナウイルス感
染拡大防止の観点から、オンラインギャラリートークに変更されまし
た。当日会場に行き、作品の横にあるQRコードを読み取り、
YouTubeのチャンネルにアクセスします。イヤホン越しに音声に耳
を澄ますと、間接的に受賞者の存在を感じ取りながら、作品に対す
る思いが聞き取れます。
　今回の作品展を鑑賞して、特に「drop Rentalcycle」（森智秋
作）や「GIANT KILLING＜ゴリアテの肖像＞」（大江里実作）、映
像作品が印象に残っており、芸術にもさまざまな表現や制作方法
があると感じました。一言に“芸術学部”といっても、ふたを開けてみ
ればそこには多彩な才能を持つ学生がたくさん在籍し、日々思いを
形にする作品を生み出しています。アートな発想をふんだんに表現
した作品は100点以上に
のぼり、市大生だけでなく
幅広い年代層の方々が
来られていました。普段は
芸術学部棟として使われ
ている教室が、作品展示
場として使われている様子
はまさに美術館です。
 作品鑑賞を通し、制作者
の学生たちがどんな思いを
持ちながらこの卒業・修了
制作に挑んだのかひしひ
しと伝わってくるのも、この
展覧会の醍醐味ではない
でしょうか。これからは学生
の作品を鑑賞する機会が
あれば足を運び、何か感じ
取れればと思います。

学生リポート

「WEST BREEZE」へのご意見・ご感想を募集します
広島市立大学　広報委員会
○E-mail ： kikaku@m.hiroshima-cu.ac.jp
○Tel ： 082-830-1666　○Fax ： 082-830-1656
WEST BREEZEのバックナンバーは、大学ウェブサイト「大学紹介」＞「大
学広報」＞「広報誌「WEST BREEZE」」に掲載しています。

広報誌名
広島市立大学広報誌の表紙タイトル「W.B.」（「WEST BREEZE」の
略称）は、広島市立大学のある西風新都にちなんで命名されました。
編集・発行／広島市立大学 広報委員会
発行日／2022年4月１日

在学生、卒業生を問わず、国内外のさまざまな分野で活躍する「市大人」を紹介します。活躍する市大人
自らの行動でしか変わらない未来を生きるために

―市大を志望した理由を教えてください。
生まれ育った街が広島という点と、大学受験当時、僕が思い描いて
いた、大学卒業後に作家活動をするための方向性と重なる活動を
されている先生方がいらっしゃったのが志望理由でした。

―学部・大学院時代にはどのようなことを学びましたか。また大
学時代の思い出を教えてください。
僕は日本画専攻で、日本に昔からある絵画技法や歴史を中心に学
びました。大学時代の思い出は、大学院生の時に年2回程、大学
内でバーベキューなどをしながら学部を横断した交流会を企画した
ことです。絵とは全く関係が無いように思えますが、その企画を立て
た経験は作家活動に大いに役立っています。自分の絵を売買する
際、絵の良さだけが売買の判断基準ではなく、相手との関係性や、
その瞬間のコミュニケーションの在り方も売約に至るかどうか関係
してきます。作家活動は多くの人と関わる中で行われるので、必要
なコミュニケーションスキルを大学時代の経験で得たことは、今の
作家活動にも大きく影響しています。

―作家を志したきっかけや経緯について教えてください。
中学2年生の学年末に進路面談があった時です。その時、今後の
人生どういう生き方をしていくかを考えました。結果、自分が死ぬその
瞬間まで生きている実感を持てる人生を送りたいと考え、中2のそ
の時に生きている実感を持てた瞬間が、サッカーをしている時か、美
術の時間に何かを作っている時かのどちらかでした。それで、サッ
カーはもう走るのがしんどいなと思い、「何か作り続ける人生にする
か。うまくいけば逝く直前まで作れそうだし」と考え作家を志しました。

―最近携わったお仕事に
ついて教えてください。
昨年友人たちとファッション
ブランドを立ち上げました。
「凄い若い」というブランド名
で、メンバーはファッションデ
ザイナーの串野真也氏と、メ
ディアアーティストの落合陽
一氏。この3人で面白いと思
う服やアイテムを作り始めました。それぞれの得意分野があるので、
互いの特徴を生かした作業を加えることで、ただの服としてだけでな
く、作品としてのアイテムといったコンセプトで進んでいます。自分は
絵を描く勉強をしてきて、それが得意なわけですが、そこに捉われる
ことなく縁を大切にして、他のジャンルに飛び込むことで思いもしな
かった新たな可能性が見えてくるのでとても楽しいです。

―市大で学んだことで、制作や
仕事で生かされていることがあ
れば教えてください。
博士後期課程で、「領域横断特
別研究」という自分の専門分野で
はない領域で作品制作をする授
業があります。そこで、僕は前々か
ら興味があった漆造形を選択しま
した。何に役立つかは分からず、

漠然と漆が生み出すテクスチャーに気持ち良さを感じていたので選
択したのですが、それから4年後に漆を用いて制作した作品が、自
分の代表作の一つになりました。自分の知らない新たな自分に出
会えた良い授業だったと思っています。

―大学生活でやっておけばよかったと思うことがありましたら
教えてください。
たくさんあるのですが、一番後悔しているのは留学をしなかったこと
です。単純に自分の価値基準を広げるために、そして、自由が利く
学生の時に行くべきだったと思っています。2019年のアート市場
に関するデータ（※）によると、世界のアート市場は約7兆510億円
に対して、日本のアート市場は2,580億円と全世界の3.6%程度で
す。日本の中だけにいると、どうしてもその小さな規模感での戦いに
なり、かつ、それが小さくて狭い世界だということすら気付けません。
しかも、全体の3.6%とはいえ、2,580億円の市場は絵を売買してい
る当事者としては決して小さい印象は無く、海外との比較が無けれ
ば、今のままで良いと思ったかもしれません。自分という状態をできる
だけ早い段階で知る上でも、単純に海外留学は時間と立場の自由
がある学生のうちにしておきたかったことです。
※文化庁 文化審議会 文化政策部「第1回アート市場活性化WG」（2021年2月 、pp.4-6）
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/seisaku/18/art_wg/pdf/92838801_04.pdf

―コロナ禍での生活を過ごしている後輩たちへ、アドバイスを
お願いします。
学生生活をコロナ禍で過ごしたことがないので、アドバイスできる立
場ではありませんが、コロナによって自分の時間ができたなどの利
点があるとはいえ、さまざまな行事や展示が取り止めになったりと、
通常の学生生活を知らない人たちにとっては不幸でしかないと思い
ます。大学という共同体の場がコロナによって少なくなることで、集
団によって平均化されていた個々の差が顕著に現れ、やった人と
やらなかった人の差が出やすいタイミングだと考えられます。そういっ
た状況を踏まえつつ、コロナ禍に限りませんが、個人として何がした
いか？興味があるのか？をより明確化し、その世界と積極的に関わる
ことが大切かなと考えています。

―最後に、後輩たちへメッセージをお願いします。
大学生という属性に捉われて、受動的で、社会に出る前のモラトリ
アム期とならないように、自立した人として、主体的に行動してくださ
い。どう行動してよいか分からない人は、自分の生まれた時からの過
去を振り返り、心動いていたことや物を思い起こし、それを深掘りし
ていく。まず、それから始めると、その過程で何かしらの縁によって新
たな景色が見えてきます。それを一つの取っ掛かりとして進んで行け
ば、いずれ、必ず何かしらの形となります。自ら良い未来を作るため
に行動しましょう。

美術作家（芸術学研究科（博士後期課程）総合造形芸術専攻2012年度単位取得満期退学）　若佐 慎一さん
わかさ しんいち

若佐 慎一（わかさ・しんいち）
芸術学研究科（博士後期課程）総合造形芸術専
攻2012年度単位取得満期退学
Instagram／
https://www.instagram.com/shinichiwakasa/
HP／
https://www.shinichiwakasa.com/

学長　若林 真一
わかばやし しんいち

Photo by 立石従寛

おめでとうございます

有意義な大学生活を送るためのヒント

いとう　 としみつ

芸術学部長　伊東 敏光

　新入生の皆さん、ご入学、おめでとうございます。広島市立大学を代表して皆さんのご入学を心より歓迎します。
　この2年間、世界はコロナ禍で大変な時を過ごしてきました。感染症の視点で考えると、前回の世界的パンデミック
は1918年に発生したスペイン風邪でしたから、皆さんは100年に1度の大災害が続く中での大学入学となりました。そ
れだけに無事に大学生になれたことに安堵するとともに、大学生活に大きな希望や期待を抱いているのではないでしょ
うか。
　いろいろな希望や期待があると思います。そして、皆さんにはその希望を実現するだけの4年間という時間がありま
す。しかしながら、「光陰矢の如し」という格言もあるように、4年間は長いようで過ぎ去った後に振り返れば実は短いの
かもしれません。ぜひ、この4年間を有意義に過ごしてください。
　そこで、有意義な学生生活を送るためのヒントをいくつか書きます。１つ目はチャレンジしよう、ということです。大学に
おいては自分が望みさえすれば、いろいろなことにチャレンジできます。他人には寄り道に思えるようなことでも本人の人
生には大切な経験になることもあります。何事でもチャレンジすれば、新しい出会いがあり、新しい知見を得ることがで
き、自分の新しい可能性が開けるかもしれません。どうするか迷ったときは、一歩、前に出ることをお勧めします。
　2つ目は本を読もう、ということです。スマホが当たり前になり、ほとんどの情報はスマホで手に入れている、という人も
多いと思いますが、あえて本を読むことを勧めます。「知る」ことはネット検索でもできますが、「考える」ことはコンピュータ

にはできません。そして、人生を豊かにしようと思ったならば、自分の頭で「考える」ことが不可欠です。物事を深く考え、適切に判断する力は読書でしか
育まれません。本学は「いちだい知のトライアスロン」という読書、映画鑑賞、美術鑑賞を奨励する事業を行っていて、一定数の読書、映画・美術展の鑑
賞を行った人を「知の鉄人」として表彰しています。ぜひ、皆さんも「知の鉄人」を目指して頑張ってください。
　3つ目はヒロシマと平和について学んでほしい、ということです。1945年8月6日に広島市で起こったことは人類が忘れてはならないことです。本学に
は平和を学ぶカリキュラムが多数用意されていますし、学外においても平和に関することに触れる機会も多いと思います。広島で育った人も、広島以
外で育った人も、広島市立大学で学ぶことになったのを機会として、平和について深く学び、平和に対してどう向き合っていくかを考える人間になってく
ださい。
　最後ですが、民法が改正されて、この4月1日から成人年齢が18歳となり、学部新入生は全員成人となりました。社会を担う大人の一人として自覚を
持って学生生活を送ってください。
　皆さんの本学での経験が、幸多く、掛け替えのないものになることを心から願っています。

明日を描く

　一昨年から続くコロナ禍によって、芸術
活動の発表や鑑賞にも制限が加わり、また
生活環境の変化とともに人々の価値観や
美意識にも変化が生まれています。この今
日の状況は決して歓迎できるものではあり
ませんが、芸術家が明日の世界を見つめ、
未来を思い描くための好機であるともいえ
ます。そして美術やデザインで描き出された

イメージは社会に刺激を与え、明日の世界を創造する糧となるはず
です。
　新入生の皆さんには、未来に向けて自分の思いを伸び伸びと
ちゅうちょすることなく描き出していってほしいと願います。そのため
に文化芸術に関する歴史と伝統を学び、多様な価値観に触れ、思
考を深めながら感性を磨いてください。芸術学部はできる限りの知
識や技術を提供いたします。

おおしば  りょう

平和学研究科長　大芝 亮

「ワクチン外交」と平和学

　ピーター・J・ホッテズという科学者による
『次なるパンデミックを防ぐー反科学の時代
におけるワクチン外交』（詫摩佳代訳、白水
社、2022年）という本が出版されました。著
者のいう「ワクチン外交」とは、「国が何らか
の見返りを期待して、戦略的にワクチンを
供与する」ことではなく、「複数の国家間で
ワクチン開発を協力して行うことを通じて、

人間の健康を高め、病気を抑制し、ひいては、平和と科学協力の機
会拡大を目指すもの」です（訳者あとがき）。
　核兵器等の人類に対する脅威を除くためには、国家間/市民間
の協力・連帯を拡大することが基本であり、コロナ禍の下で平和学
の責任を痛感しています。

きむ　 よんほ

国際学部長　金 栄鎬

みなさん自身の選択で実りある大学生活を

　今から4分の3世紀も前のことですが、
E.H.カーという社会科学の大学者は、個人
と世界をつなぐ中間単位としての国家や民
族や地域について考察しました。個々の人
間はそれぞれが多様な関係を結びつつ、地
方から国家へ、地域から世界へとつながり、
またそれぞれのスケールにおいても属性、
仕事、趣味、信条、利害などで切り結ぶ。国

際学部では、人、集団、社会、地域、世界について、人文・社会科学
の分野から幅広くかつ掘り下げて学ぶことができます。高校までと
は異なり、大学での学びや各種活動は、皆さん自身の選択によって
切り開かれていきます。広く関心を向け、深く探求し、実りある大学
生活を送ってください。

まえだ かおり

情報科学部長　前田 香織

今、君たちは求められている

　ようこそ、情報科学部へ。
　情報科学部はAIが世に広まるずっと前
から高速コンピュータ、インターネット、情報
検索、画像処理、セキュリティなど、AIの活
用を支える情報分野の要素技術を研究し
てきています。こうした技術を身に付けてい
る人こそ、生活のあらゆる場面でデジタル
化が進む今の時代に求められます。コロナ

禍によるコミュニケーションや生活様式の大きな変化で生じた課題
をITを活用して解決できる人のニーズは高まる一方です。特に、情
報科学部生は地域の課題解決に取り組むIT人材として期待され
ています。ぜひ、IT技術を創り、使える人になってください。卒業後、
社会のどんな場面で活躍する自分が想像できるでしょうか？その場
面で必要なIT力を身に付けるため、大学でしっかり学んでください。

学長奨励賞（上期）

学長奨励賞（下期）

学生顕彰（上期）

学生顕彰（下期）

学生顕彰（上期・下期）

情報科学研究科（博士前期課程）情報工学専攻2年
やまざき　  たつき

山﨑 樹生
「電子情報通信学会ネットワークソフトウェア研究会」において「2020年若手研究奨励賞」受賞。

芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻2年
まつかわ　 はなこ

松川 華子
（上期）「第76回春の院展」に入選。（下期）「再興第106回院展」に初入選。

芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻2年
ふるかわ　りょうこ

古川 諒子
広島市内と東京で３回の個展を行うほか、二人展・グループ展など７回参加するなど、学外での作品発表を精力的に行う。

情報科学部医用情報科学科4年
いしやま　  はるき

石山 晴喜
本学入学時から国際学生寮第一期寮生として寮生活を始め、2019年度の寮内リーダーに立候補し、２年生でリー
ダーのトップであるレジデントリーダーに就任。その後も４年生まで後輩リーダーの支援役として、寮運営に貢献。

国際学部国際学科3年
かわもと　  すずね

河本 涼音
「ONE DREAM 2021」学生プロジェクトチームのリーダーとして事業成功に貢献。

芸術学部デザイン工芸学科4年
はら　 しょうご

原 彰吾
「いちだい知のトライアスロン」のトライアスロンコースに２回のゴールを果たし、8代目知の鉄人及び13代目知の鉄人の称号を受ける。

芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻2年
しもむら　 ゆうすけ

下村 祐介
「第47回宮島特産品振興大会」において「ブランド大賞（広島県知事賞）」を受賞。広島市立大学オリジナルグッズ制作（オリジナルグッズの開発研究）にも貢献。

情報科学部システム工学科4年
ひらい　  たかあき

平井 孝明
「第23回IEEE広島支部学生シンポジウム」において「HISS優秀プレゼンテーション賞」を受賞。

情報科学部システム工学科4年
むらもと　  しゅうと

村本 修斗
「第23回IEEE広島支部学生シンポジウム」において「HISS優秀研究賞」を受賞。

情報科学部医用情報科学科4年
こうの　　かずは

河野 和葉
「フレッシュITあわ～ど2021」において入賞（アイデア部門３位相当）。

情報科学研究科（博士前期課程）情報工学専攻2年
はた　まさひろ

秦 将裕
広島市環境局・安佐南工場との連携事業において「大型ごみ自己搬入抽選受付システム」の開発に尽力。

芸術学部デザイン工芸学科4年
かめやま　 けいいちろう

亀山 慶一郎
とみた　 なつき

富田 菜月
2021年３月に施工した横川駅南北通路のグラフィックデザインに、歴清社の金紙を用いた提案と監修に関わり、地域に貢献。

芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻1年
しのとう　　 そら

篠藤 碧空
「第３回公募アートハウスおやべ現代造形展」の立体部門において入選。

芸術学部デザイン工芸学科4年
あさい　　 ゆうと

浅井 優人
「瀬戸内の風マルシェ・商品パッケージデザインコンペ」において、第２位に選ばれ（準グランプリ相当）商品化が決
定。「ONE DREAM 2020」のアートディレクション・デザインをボランティアで担当。

情報科学部知能工学科4年
まる てるまさ

丸 照正
学生広報サポーター、中国新聞キャンパスリポーターとして本学の広報活動や、市大塾修了生として新入生歓迎行事で
の発表、質問会の開催、バレーボール部のキャプテンとしてチーム作りに尽力する等さまざまな活動を通じて大学に貢献。

情報科学部医用情報科学科4年
たけち　　すずえ

武智 涼恵
いちだいピア・サポート活動「いちピア」の立ち上げ時のメンバーの一人であり、りっすんポストと呼ばれる掲示板を通じた学生からの悩み相談や、ランチ会などの
交流会の企画運営による学生の居場所づくり等いちピア行事の実施に主体的に取り組むとともに、学生体験発表会など多くの機会において広報に尽力。

学長賞
情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専攻2年

あぶらぎ ゆう

油木 悠
「ICICIC2021」において、マツダとの研究発表で、「Best Presentation Award」を受賞。

情報科学部医用情報科学科4年
つざき　あかり

津崎 星情報科学部医用情報科学科4年
こうの　　かずは

河野 和葉
tkwチルドレン

「みんなのラズパイコンテスト2021」において「優良賞」を受賞。

情報科学部情報工学科３年
はしもと　　ゆうが

大学祭実行委員会 委員長 橋本 祐我

第28回 広島市立大学大学祭実行委員会

２年ぶりに開催された大学祭（2021年10月31日開催）において、委員長のリーダーシップの下、委員全員が力を発揮し、成功に導く。

芸術学部美術学科3年
やすはら　  よしき

安原 義貴芸術学研究科（博士後期課程）総合造形芸術専攻1年
どい　　　きこ

土井 紀子
芸術学部デザイン工芸学科３年

はらた

原田 ひかる芸術学部デザイン工芸学科3年
どい　　　あこ

土井 亜子
芸術学部デザイン工芸学科2年

ふじわら　　みお

藤原 美生

影絵ユースワークショップ

広島市内の中高・幼稚園・大学・市民有志などと連携し、グランドプリンスホテル広島で「小さな祈りの影絵展2021」を成功させる。

情報科学研究科（博士後期課程）情報科学専攻3年
ささき　　  こう

佐々木 公
「JSMRM2021」において「学術奨励賞（大会長賞）」を受賞。

芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻1年
みまつ　　たくま

三松 拓真
「六甲ミーツ・アート芸術散歩2021」において「オーディエンス大賞準グランプリ」を受賞。

芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻2年
くさじ　　  りほ

草地 里帆
「TOKYO MIDTOWN AWARD 2021」アート部門において「優秀賞」を受賞。

芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻1年
しのとう　　 そら

篠藤 碧空
「ARTS CHALLENGE」に入選。

本学では、学内外で顕著な活動をした学生たちの表彰制度を設けています。
2021年度は、次の学生と団体が「学長賞」「学長奨励賞」「学生顕彰」を受賞しました。

※学年は受賞当時

■本学大学院における博士学位取得者（2021年度 春季修了）

■本学大学院で認められた論文博士学位取得者

■芸術学部の教員・学生らが再興第106回院展で受賞
　2021年８月、芸術学部の山浦めぐみ講師が奨励賞を受賞。同学部非常勤助教の浅埜水貴さん、
芸術学研究科（博士後期課程）３年の明壁美幸さん、同研究科（博士前期課程）２年の松川華子
さんが入選。
■情報科学研究科の佐々木公さんが第49回日本磁気共鳴医学会大会（JSMRM2021）で
受賞
　2021年10月、情報科学研究科（博士後期課程）３年の佐々木公さんが学術奨励賞を受賞。
■芸術学研究科の草地里帆さんがTOKYO MIDTOWN AWARD 2021で受賞
　2021年10月、芸術学研究科（博士前期課程）２年の草地里帆さんが受賞。
■川田順造名誉教授が令和３年度文化勲章を受章
　2021年10月、川田順造名誉教授が文化勲章を受章。
■情報科学部の河野和葉さんがフレッシュITあわ～ど2021で入賞
　2021年10月、情報科学部４年の河野和葉さんがアイデア部門で入賞。
■芸術学研究科の福本直之さんがProtest Poster 2コンペティションで受賞
2021年11月、芸術学研究科（博士前期課程）１年の福本直之さんがSilver AwardとHonorable
Mentionを受賞。
■情報科学研究科の教員らが第44回日本生体医工学会中国四国支部大会で受賞
　2021年11月、情報科学研究科の伊藤孝弘助教と、仲吉朝希特任助教が若手講演奨励賞を受
賞。
■情報科学部、情報科学研究科の学生らがThe 23rd IEEE Hiroshima Section 
Student Symposiumで受賞
　2021年11月、情報科学部４年の村本修斗さん、情報科学研究科（博士前期課程）２年の三川
元暉さん、同研究科（博士前期課程）１年の浜田凪さんがHISS 優秀研究賞を、同研究科（博士
前期課程）１年の寺本ちひろさんがIEEE WIE 四国・福岡・広島支部賞を、情報科学部４年の平
井孝明さんがHISS 優秀プレゼンテーション賞を受賞。
■情報科学研究科の玄行朱里さんが2021 IEEE SMC Hiroshima Chapter 若手研
究会で受賞
　2021年12月、情報科学研究科（博士前期課程）１年の玄行朱里さんがIEEE SMC Hiroshima 
Chapter Young Researcher Awardを受賞。
■情報科学研究科の長谷川義大講師らがセンサ・マイクロマシン英文特集号で受賞
　2022年１月号の電気学会 論文誌E「センサ・マイクロマシン英文特集号」にて、情報科学研究科
の長谷川義大講師、式田光宏教授、同研究科（博士前期課程）修了生の野間颯斗さんらが発表
した論文が、優秀論文賞を受賞。
■情報科学研究科の石光俊介教授が広島経済レポート主催の懸賞論文で受賞
2022年１月、情報科学研究科の石光俊介教授が、広島経済レポート主催の懸賞論文で３位を受賞。
■第25回広島市立大学芸術学部卒業・修了作品展の優秀賞および芸術資料館買い上げ作品
発表
　2022年２月９日（水）から13日（日）、本学内において2021年度の卒業制作と修了制作の作品展
が開催。優秀作品が決定。

※学年は受賞当時

市大ニュース
■芸術学部の古賀くらら助教が芸術文化の展示・公演活動への助成 （美術部門）に採択
　2021年９月、芸術学部の古賀くらら助教の研究「日本画制作の現場Ⅴ-丸木位里・丸木俊展-」が、
公益財団法人エネルギア文化・スポーツ財団の助成事業に採択。
■ハラスメント対策に関し学生から意見を聴きました
　２０２１年１０月１３日（水）、ハラスメント防止委員会を開催。３名の学生からハラスメント対策に関し
て意見を聴きました。委員やオブザーバー参加者からも質問・意見が出され、活発な意見交換が行
われました。
■いちだい知のトライアスロン「知の鉄人」の表彰式を実施
　2021年10月19日（火）、知の鉄人表彰式を挙行。この秋は３名の鉄人が続いて誕生しました。12
代目鉄人 情報科学部4年の辻一美さん、13代目鉄人 芸術学部4年の原彰吾さん（2周目達成）、
14代目鉄人 国際学部4年の中島弘深さん。
■ひろしま好きじゃけんコンソーシアムへの参画
　2021年10月22日（金）、本学が参画する「ひろしま好きじゃけんコンソーシアム（Hiroshima 
LOVE it Consortium）」が発足し、広島大学の越智光夫学長、田原栄俊副学長、広島県の山田
仁副知事、県立広島大学の森永力学長、叡啓大学の有信睦弘学長、そして本学の若林真一学
長が出席の下、広島市中区のホテルで記者会見が行われました。
■2021年度特待生が決定
　特待生制度は、学生の修学意欲の向上を図るため、学力及び人物が優秀で他の学生の模範とな
ると認められる者を表彰するとともに、副賞として特待生奨学金２万円を贈る制度です。2014年度
から毎年選考しており、今年度は関係規程に基づき、２年生～４年生の各学年から、国際学部は３
名ずつ、情報科学部は５名ずつ、芸術学部は２名ずつ、計30名を選考しました。
■株式会社リバネスとL-RAD活用に関する連携協定を締結
　2021年10月26日（火）、広島市立大学ではイノベーションの創出を目指して、株式会社リバネスと
「L-RAD（エルラド）」利用に係る協定を締結。
■2021年度キャンパス等クリーンキャンペーンを実施
　2021年10月27日（水）、大学構内から大学周辺、通学路の清掃活動を行う「キャンパス等クリー
ンキャンペーン」を実施。コロナ禍で様々な行事が縮小中止される中、交流の場としても集まっても
らいたいと声掛けし、当日は課外活動団体や学生個人、教職員112名が参加しました。
■第28回広島市立大学大学祭を開催
　2021年10月31日（日）、第28回市大祭を開催。新型コロナウィルスの影響で１年ぶりとなりました
が、学生たちが感染症対策含め創意工夫したゲームやクイズ大会、芸術学部生の作品販売、そし
て音楽やダンスなどのパフォーマンス内容で実施され、関係者含め約1,000名の来場者でにぎわ
いました。
■平和活動サークルＳ２が市民平和文化イベントに出展
　2021年11月3日（水・祝）、「市民平和文化イベント」に平和活動サークルＳ２が出展し、活動を展
示発表するとともに、佐々木禎子さんが折っていた一番小さいサイズの折り鶴を折る体験型ワーク
ショップを行いました。
■「いちだい地域共創プロジェクト」マッチングイベントを開催
　2022年実施の「いちだい地域共創プロジェクト」に、地域課題を提案いただいた8つの地域団体
にご参加いただき、バーチャル空間oViceを利用したマッチングイベントを開催。地域団体の講演
後、応募いただいた地域課題のプレゼンテーションおよび、地域団体と本学教員・学生との交流時
間を設け、活発な意見交換を行いました。
■本学が九州大学・NTT西日本とラーニングアナリティクスに関する共同トライアルを実施
　2021年12月、国立大学法人九州大学と公立大学法人広島市立大学および西日本電信電話
株式会社が、ラーニングアナリティクスに関する共同トライアルを実施。
■2021年度後期オンライン国際交流・異文化理解プログラム（アメリカ）を実施
　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、学生の派遣や海外の学生の受け入れができない中、
2020年度後期からZoomによるオンライン国際交流・異文化理解プログラムを実施。今回は、10
月から11月にかけて４回、市大生12名がセントメアリーズカレッジ（アメリカ・サンフランシスコ）との
オンライン交流プログラムに参加しました。
■国連難民高等弁務官事務所駐日首席副代表ほか２名が来学しました
　2021年12月17日（金）、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）ナッケン鯉都駐日首席副代表
が本学を訪問。都市レベルで難民支援に取り組むキャンペーンへの協力を求めるための広島市長
訪問に併せて来学され、若林学長および渡辺副学長と今後の交流を一層推進するための取り組
みについて意見交換を行いました。

■2021年度後期オンライン国際交流・異文化理解プログラム（韓国）を実施
　昨年度に続いて、協定校の慶北国立大学校（韓国大邱広域市）の学生と2021年10月から12月
までの間に計６回、Zoomによるオンライン国際交流・異文化理解プログラムを実施。本学から８名
がこのプログラムに参加しました。
■卒業・学位記授与
　2022年３月23日（水）、規模を縮小して卒業式を行い、晴れて卒業・修了を迎えた2021年度の卒
業生および博士前期・後期課程修了生に学位記が授与されました。

※学年は受賞当時

４月１日（金）～10日（日）
４月４日（月）

４月４日（月）～８日（金）
４月４日（月）～７日（木）
４月４日（月）～22日（金）

４月11日（月）
４月29日（金・昭和の日）

５月２日（月）
５月20日（金）～６月２日（木）
６月3日（金）～６月9日（木）

６月14日（火）
７月15日（金）～７月28日（木）
7月18日（月・海の日）

７月29日（金）～８月９日（火）
８月10日（水）～９月30日（金）

８月12日（金）・15日（月）・16日（火）
９月26日（月）

９月26日（月）～10月14日（金）

前期（４月１日～９月30日）
春季休業
入学式
オリエンテーション
定期健康診断
前期履修手続期間
前期授業開始
金曜日の授業実施
全学休業日
補講週（６時限に補講を行う週）
第１ターム試験期間（通年・セメスター科目は授業を行う）
開学記念日（授業実施）
補講週（６時限に補講を行う週）
月曜日の授業実施
前期定期試験
夏季休業
全学休業日
秋季卒業式
後期履修手続期間

2022年度　学年暦（前期）

区分
退職

退任

転任

新任

昇任

氏　名
岩井　千秋
水本　和実
三鴨　道弘
古賀　くらら
島筒　博章
倉科　一希
古川　　亮
河　　炅珍
上尾　真道
森田　光宏
鎌田　　真
大庭　孝文
山田　康博
髙橋　一平
山咲　博昭
中尾　　走
平見　信之
カーソン,ルーク
武田　　悠
寺井　里沙
大田　知行
池田　徹志
上土井陽子
常盤　達司
中山　仁史
脇田　　航
青木　伸介
古堅　太郎

　　　　　　　　 職　名
国際学部教授（3月31日付け）
広島平和研究所教授（3月31日付け）
情報科学研究科特任助教（3月31日付け）
芸術学部助教（3月31日付け）
社会連携センター特任講師（3月31日付け）
国際学部教授（3月31日付け）
情報科学研究科准教授（3月31日付け）
広島平和研究所准教授（3月31日付け）
国際学部准教授（4月1日付け）
国際学部准教授（4月1日付け）
情報科学研究科准教授（4月1日付け）
芸術学部助教（4月1日付け）
広島平和研究所教授（4月1日付け）
社会連携センター特任教授（4月1日付け）
学長付講師（4月1日付け）
学長付特任助教（4月1日付け）
学長付特任助教（4月1日付け）
国際学部教授（4月1日付け）
国際学部准教授（4月1日付け）
国際学部准教授（4月1日付け）
情報科学研究科教授（4月1日付け）
情報科学研究科准教授（4月1日付け）
情報科学研究科准教授（4月1日付け）
情報科学研究科准教授（4月1日付け）
情報科学研究科准教授（4月1日付け）
情報科学研究科准教授（4月1日付け）
芸術学部准教授（4月1日付け）
芸術学部准教授（4月1日付け）

教員の人事異動

■2022年度オープンキャンパスのお知らせ
2022年度は、６月12日（日）にオンラインで、８月７日（日）にキャンパス開催で実
施予定です。

氏名（敬称略） 学　位
博士（情報工学）
博士（芸術）　　

吉田　誉
王　子駿

氏名（敬称略） 学　位
博士（情報工学）宇都宮　栄二

「凄い若い」のイメージ Photo。
Photo by 落合陽一

GIANT KILLING＜ゴリアテの肖像＞漆を使用した作品の「彼岸シシ図」

氏名
寺田　英子
松原　行宏

役職名
国際学部副学部長
理事長補佐

役員等選任（変更分）

drop Rentalcycle

国際学部 金谷信子 教授
『介護サービスと市場原理―効率化・質と市民社会のジレンマ』
2022年2月、大阪大学出版会

この本  ～教員の著書紹介～




